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神奈川総合産業高等学校(定時制)  

                                                                     

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（ 月 日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （ 月 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①基礎基本を踏
まえて発展的に
学ぶことができ
る教科指導を充
実させ、「学び
直しとしての学
力」「上級学校
において役立つ
学力」「社会の
中で自ら生きて
いくために必要
な学力」を定着
させる。 
②「学びの場」
としての定時制
総合学科の意義
を自覚させ、一
人ひとりの生徒
が主体的に参加
する授業を展開
する。 
 

①単位制総合学
科のシステムを
活かし、多様な
生徒のニーズに
対 応 で き る よ
う、教育課程を
実施していく。 
 
 
 
 
 
 
②学習習慣を定
着させ、生徒一
人ひとりが主体
的に授業に参加
する授業づくり
を 推 進 す る た
め、組織的な授
業改善の取り組
み を 行 っ て い
く。 

①多様な生徒のニーズ
に応じた、きめ細かい
学習指導を行うため
に、他のグループやプ
ロジェクトチームと連
携しながら、生徒の学
習環境の整備に取り組
む。 
 
 
 
 
 
②校内でテーマを決
め、授業改善週間を設
けて取り組む。あわせ
て、研究授業を行う。
また、１年次の学びな
おしの授業（プログレ
ス科目）を生徒に周知
し、基礎学力の定着を
図る。 

①他のグループやプロ
ジェクトチームと連携
することで、生徒の学
習環境を向上させるこ
とができたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②組織的な授業改善の
取り組みを深め、学校
全体でその成果を共有
することができたか。
また、１年次のプログ
レス科目の履修者に対
して、単位修得者が
80％以上になったか。 

     

２ 
生徒指導 

・支援 

①一人ひとりの
生徒理解を基本
とし、生徒指導
や教育相談体制
を充実させ、よ
り安心して学べ
る場となる学校
をつくる。 
 
 
②教育活動全般
に道徳教育を推
進し、道徳的心
情と道徳的判断
力を育む。 
 

①日常の観察や
声 か け を 通 し
て、生徒が安心
して活動できる
環境を整える。
生徒の健康観察
を行い、感染症
予防対策を継続
する。 
 
②生徒の基本的
な生活習慣を確
立させるととも
に、規範意識の
醸成に努める。
交通安全教育等
を推進し、命の
大切さを自覚さ
せる。 
教育相談体制を
機能させ、生徒
個々の状況に対
応したアプロー
チ と 支 援 を 行
う。 

①校内巡回や年次間か
らの情報を共有し、生
徒一人ひとりへの指
導・支援に活用する。
健康チェックシートの
活用と毎日登校時の検
温を行う。 
 
 
 
②生徒心得の周知と巡
回指導や授業時間の遵
守等において規範意識
を醸成する。交通事故
ゼロ運動や交通安全教
室の実施により交通安
全教育を推進する。 
毎月の年次会とケース
会議から教育相談コー
ディネーター・スクー
ルカウンセラー・スク
ールソーシャルワーカ
ーや、外部機関と連携
し学校生活を支援す
る。 

①校内巡回等のデー
タ、健康チェックや保
健室利用のデータ分析
を行い、生徒一人ひと
りへの指導・支援に活
用できたか。 
健康チェックを継続し
生徒の健康増進に関す
る意識を高めることが
できたか。 
②校内巡回や指導等に
より生徒の規範意識を
醸成できたか。 
交通事故ゼロ運動や交
通安全教室の実施によ
り交通安全教育を推進
することができたか。 
年次会とケース会議の
開催状況や外部機関と
の連携状況は良好であ
ったか。 

     



３ 
進路指導 

・支援 

キャリア教育の
一環として、道
徳教育との関連
性をもって、す
べての教育活動
において、生徒
一人ひとりが社
会的・職業的自
立に向けて必要
な基盤となる能
力や態度を育て
る。 

生徒一人ひとり
のキャリア教育
の充実を図り、
それぞれが希望
する進路の実現
を支援する。 
引き続き、進路
未決定者(進学・
就職準備は除く)
の数を減らす。 

進学希望者が増加傾向
にあることから、進学
指導の充実を図ってい
く。 
入試方法の多様化か
ら、入試方法について
進学希望者一人ひとり
にきめ細かな進学指導
を行っていく。 
就職希望者一人ひとり
のニーズに応じた就職
支援として、ハローワ
ークなどとの連携を図
る。 

進路ガイダンスや講話
等を通して、進学指導
の充実を図ることがで
きたか。 
就職希望者一人ひとり
のニーズに応じた就職
支援として、ハローワ
ークなどとの連携を図
ることができたか。 

     

４ 
地域等 
との協働 

周辺自治会およ
び関連行政機関
との連携を一層
充実させ、教育
力 を 向 上 さ せ
る。 
 

周辺自治会およ
び関連行政機関
との連携を強化
し、開かれた学
校づくりをさら
に推進する。 

周辺自治会や夜間中学
等と連携し、地域貢献
できる人材を育成す
る。また、学校広報活
動の推進を図り、学校
ホームページ等を充実
させる。 

周辺自治会や夜間中学
との連携を図り、学校
行事や地域貢献活動お
よび、その他の活動を
実施できたか。また、
学校広報活動の推進の
ためホームページを更
新できたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①学校防災力を
向上させ、自ら
のいのちを守る
防災教育を実践
する。 
 
②不祥事防止を
徹底し、教職員
の不祥事防止に
取り組む姿勢を
一 層 向 上 さ せ
る。 
 
③教員のライフ
ワークバランス
を推進するため
教員の働き方改
革を推進する。 
 

①いのちを守る
ための学校づく
りを推進する。 
 
 
 
②事故・不祥事
をゼロとする。 
 
 
 
 
 
③会議に係る時間
を削減し、教員
の働き方改革を
推進する。 

①いのちを守るために
生徒及び地域の実態に
合わせた効果的な学校
防災を研究する。 
 
 
②事故・不祥事防止会
議等、あらゆる機会を
捉え、教職員間で情報
共有し、事故・不祥事
ゼロを実現する。 
 
 
③会議スケジュールの
スリム化及びペーパー
レス化を図り、会議の
準備や会議資料の整理
等の時間を削減する。 

①今後、３年間を見通
した計画的な学校防災
を研究することができ
たか。 
 
 
②事故・不祥事がゼロ
であったか。 
 
 
 
 
 
③企画会議および職員
会議等の各種会議のペ
ーパーレス化の推進が
できたか。 

     

 


